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3. 実 験 結 果
乾燥温度 80oCにおけるヒノキ材のSr,Stと乾燥中の引張荷重との関係をFig.1に示す｡
また乾燥中に引張荷重を木材の半径方向に加えて機械的処理を行った場合の半径方向の引張強
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クリープ破壊を生ずる直前の最大荷重-80oCでは 6kg/cm2 (ただし1試片のみ 7.5kg/cm2),
60oCおよび 40oCでは 10kg/cm2-が加わると引張強度の減少は著しい｡
Fig.3によれば, 乾燥温度 40oC,60oCにくらべて 80oCの場合には引張強度がとくに減
少する｡これは高温乾燥のために接線方向試験片の木口面に割れと反りを生ずるためである｡
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引張強度に顕著な減少を示すことがわかった｡
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